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特定非営利活動法人環境パートナーシップちば第 5 回通常総会報告 

パートナーシップ（協働）をより進めましょう！ 
代表理事 桑波田 和子

本日は、ご多忙の中でご出席いただき、ありが

とうございます。会員の皆様には、日頃ご支援・

ご協力をいただき感謝申し上げます。 

おかげさまで、第 5 回通常総会を開催すること

ができました。ご来賓として、千葉県循環型社会

推進課三田副課長、（一財）千葉県環境財団営業担

当部長小笠原様にもご臨席いただきました。 

with コロナですので、オンラインと会場をつな

ぐハイブリットで開催いたします。 

総会では、2021 年度の事業などを振り返り、

2022 年度の事業の承認をいただき次第、活動を

展開してまいります。 

2021 年度は、新型コロナウィルス感染防止の

ため、当初予定した事業の中止や延期などがあり

ましたが、実現の可能性を探りながら実施して参

りました。事務局機能として担当している「エコ

メッセ 2021in ちば」は、全てをオンラインで 2

日間開催し、ユースの活躍に頼もしく思えたこと

でした。 

また、「SDGs・ESD をひろげ

るための“ちば南”拠点づくり」

会議では、多様な主体との出会い

もあり、持続可能な人材づくり、

地域づくりなど共有し、解決へ向

けて進める基盤ができました。 

皆さまもご存知の SDGs17 の「パートナーシ

ップで目標を達成しよう」は、ますます重要であ

り、中間支援団体としての当会の役割も大きいと

思います。 

2022 度事業は、「SDGs・ESD をひろげるた

めの“ちば北”拠点づくり」を主に、エコメッセ、

環境講座などを、多様な主体との連携・協働を基

に実施していきます。 

皆さまが安全第一で活躍されることを祈念し

ております。併せて皆さまのご支援・ご協力を

よろしくお願いいたします。 

ご挨拶 
千葉県環境生活部循環型社会推進課副課長 三田 俊雄 

本日は、総会にお招きいただきありがとうご

ざいます。「環境パートナーシップちば」の皆様

におかれましては、日頃、地域の環境保全活動

の推進や多様な主体との連携など、本県の環境

行政の推進に多方面から御協力をいただきまし

て、厚く御礼申し上げます。 

また、エコメッセちばの実行委員会事務局と

して、長年多大なる御尽力をいただいており、

改めて敬意と感謝を申し上げます。 

 さて、県では昨年「千葉県環境学習等行動計

画」を策定しました。その中では、私たち一人

ひとりが環境問題を「自分ごと」として捉え、

自らのライフスタイルや事業活動を環境に配慮

した形へ転換するなど、具体的な行動が必要だ

と訴えさせていただきました。 

気候変動、海洋プラスチックごみや食品ロス

などの環境問題を解決し、持続可能な社会を実

現していくためには、「行動する

人づくり」が重要であり、そのた

めには社会のあらゆる主体が相

互に連携・協働し取り組むことが

必要です。そういった意味でも、

「環境パートナーシップちば」の

皆様の取組は大変重要だと考えています。 

 折しも、今年４月からは「プラスチックに係

る資源循環の促進等に関する法律」が施行され

るなど、資源循環への社会的関心も高まりを見

せています。県としましても、様々な主体との

協働を進め、各施策を推進していきたいと考え

ておりますので、今後とも御理解と御協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 結びに、「環境パートナーシップちば」のます

ますの御発展と、皆様の御健勝を祈念いたしま

して、挨拶とさせていただきます。 
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ご挨拶 
       一般財団法人千葉県環境財団 業務部営業担当部長 小笠原 千幸 

本日は「環境パートナーシップちば」の総会

にお招きいただき、誠にありがとうございます。

また、第５回目となる総会の開催、誠におめで

とうございます。 

「環境パートナーシップちば」は、創立当初

から当財団と環境活動を通じて、大変関わりが

深く、地域の環境保全活動や循環型社会づくり、

地球温暖化対策また、エコメッセちばの実行委

員会事務局として、長年にわたり広範囲に活動

されていることに対しまして、あらためて敬意

を表する次第でございます。  

当財団は、昭和 49 年 12 月に県及び関係市

町村の環境行政の補完的役割を担うことを目的

として設立されて以来、環境保全に係る取り組

みへの支援、環境調査・分析等を通し、信頼と

技術力の維持向上を図りながら各種の環境関係

事業を実施してきたところでございます。令和

４年度におきましても、環境調査機関として中

立的な立場で引き続き事業展開をおこなって参

ります。 

環境活動の支援では、美し

い自然環境を守るため「ちば

環境再生基金事業」、「千葉県

地球温暖化防止活動推進セン

ター」、「エコアクション２１

特別基礎地域事務局」など、

引き続き、千葉県の環境保全や再生などに取り

組んでいる方々の、お手伝いをして参ります。 

さて、新型コロナウイルス感染症がいまだに

治まっていません。さらに、最近では、ロシア

の軍事侵攻や円安などにより物価が上昇してお

り、今年度の皆様方の活動にも大きな影響を与

えることが予想されます。お体には十分注意し、

いろいろなアイディアや工夫で、協力し合いな

がら活動をしていただければと思います。 

結びに、「環境パートナーシップちば」のます

ますのご発展と会員の皆様のご健勝を祈念いた

しまて、簡単ではございますがご挨拶とさせて

いただきます。

 

第５回通常総会報告 
当法人設立以来５回目となる2022年度通常

総会が 5 月 28 日（土）に開催されました。新

型コロナウイルス感染者は減少傾向ですが、感

染拡大防止の必要性を踏まえ、昨年度と同様、

会場（千葉市生涯学習センター）とオンライン

（Zoom）によるハイブリット形式で行われま

した。 

総会議場には 15 名（会場 10 名、オンライ

ン５名）の会員が出席し、桑波田代表理事の挨

拶後、来賓の千葉県循環型社会推進課の三田副

課長と千葉県環境財団の小笠原営業担当部長か

らご挨拶をいただきました。 

その後、議案が審議され、提案した 4 つの議

案はすべて賛成多数で可決承認されました。 

議案の主な内容： 

2021 年度の事業は、コロナ禍で止む無く中

止したものやオンラインでの開催が多くなりま

した。その中で、地球環境基金の助成を受けて

「SDGs・ESD をひろげるための“ちば”拠点

づくり事業」を県南地域で実施し、多くのご支

援とご協力をいただきました。また、新しい事

業として、新たに入会した会員（大学生）の企

画による「SDGs 全国学生フォーラム in ちば」

や、会員間の交流の場として「定例会」を実施

しました。さらに 3 月には千葉県の「ちば SDGs

パートナー登録制度」に当法人が登録されまし

た。 

2022 年度は、基本的には 2021 年度に実施

し た 事 業 を 継 続 し ま す が 、 ２ 年 目 と な る

「SDGs・ESD をひろげるための“ちば”拠点

づくり事業」は、新たに県北地域を対象として

活動を展開します。また、ユースとの連携事業

として「SDGs 全国学生フォーラム in ちば」を

引き続き開催します。 

予算については、収益 3,416 千円に対し、費

用 3,913 千円を見込み、差引△497 千円と赤

字予算になりましたが、会員の増等収益の確保、

経費の節減に努めます。 

総会後は短い時間でしたが、参加者間の近況

報告など行いました。 

（文責：内山 真義） 
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２０２２年度 SDGｓ・ＥＳＤ公開フォーラム開催のご案内 

～みんなでつながる地域拠点を創ろう～ 

SDGs を達成するため、市民団体、学校や企

業・行政など多様な主体が、お互いの活動を知

り、共有する場とすることを通して、環境保全

活動・環境学習において様々な地域課題を解決

する、地域拠点をづくりを目指して、昨年は『ち

ば南拠点づくり』に取り組みました。本年の『ち

ば北拠点づくり』のスタートにあたり公開フォ

ーラムを開催します。 

市民団体・学校・企業・行政など、多様な方々

のご参加をお待ちしています。   

■開催日時：7 月 3 日（日）、14:00～16：30 

■会場：さわやかちば県民プラザ（柏市柏の葉

4-3-1）大研修室 

■定員：会場 80 名 オンライン(Zoom)30 名 

■参加料：無料 

■主催：特定非営利法人 環境パートナーシップちば 

■プログラム 

Ⅰ.趣旨説明 

Ⅱ.SDGｓ活動紹介 

  ・キッコーマン株式会社  

・NPO 法人 谷田武西（やたむざい）の原っ

ぱと森の会 

 ・柏市ストップ温暖化サポ—ター 

  ・NPO 法人 持続可能な社会をつくる元気 

ネット  

Ⅲ.講演：「SDGs と ESD をつなげて考える」 

 （神田外語大学グローバル・リベラル 

アーツ学部教授  石井雅章氏） 

Ⅳ.ワークショップ 『私たちの SDGｓ』 

Ⅴ.事務局より 北拠点づくり会議の案内と参

加の呼びかけ他 

■申込：6 月 28 日（日）までに、件名を「SDGs・

ESD 公開フォーラム」として、 

①氏名 ②電話 ③所属 ④参加方法（会場

かオンライン（Zoom）を記入して、 

e-mail:：info@kanpachiba.com  へ申込み

ください。 

■お問い合わせ  

 事務局 (NPO 環パちば） 

e-mai：info@kanpachiba.com   

電話：090-8116-4633   

※フォーラム終了後（16：45～18：00）に、

同じ会場で「第 1 回拠点づくり会議」を開催い

たします。ぜひ、引き続きご参加ください。 

（文責：川島 謙治） 

 

SDGｓ・ESD をひろげるための“ちば北拠点づくり”会議 

参加者募集いたします。 
当会は、地球環境基金の助成を受け、「SDGs

を達成するための ESD 地域リーダー担い手育成

事業」を千葉県内で３年間実施しました。その成

果として 46 名の ESD 地域リーダーが育ち、

SDGs を達成するための多様なニーズに対応する

プラットホーム「拠点」が必要となりました。 

これらの実績を踏まえ、2021 年度からは、

SDGｓ・ESD への取り組みを多様な主体と協働

してさらに広げるために、地域性の異なる『県北』

と『県南』、それらをつなぐ『コア』と、合わせ

て３か所の「SDGs・ESD をひろげるための“ち

ば”拠点」づくりを目指す事業を展開しています。 

2021 年度は県南地域で拠点づくりの会議を重

ね、「SDGs・ESD ちば南拠点の会」が生まれま

した。2022 年度は県北地域の皆さまと「ちば北

拠点づくり」を進めていきます。 

今年度も地球環境基金の助成金を受け実施しま

す。そこで、７月３日(日)SDGs・ESD 公開   

フォーラム終了後、第１回「ちば北拠点づくり会

議」を開催します。拠点づくりに関心がある方は、

是非ご参加をお願いします。市民団体・学校・企

業・行政などの多様な方々のご参加をお待ちして

います。   

第１回ちば拠点づくり会議 

■開催日時：7 月 3（日）16:45～18:00  

■会場：さわやかちば県民プラザ（柏市柏の葉

4-3-1）大研修室 （公開フォーラムの会場） 

■定員：30 名ほど ※会議参加者には交通費、謝 

金（薄謝）支給します 

■参加対象：SDGs・ESD の拠点づくりへ関心が

ある 18 歳以上の県民。原則として５回の会議

に参加できる方。 

■会議内容：ちば北拠点づくりについて 

■参加申し込み：7/3 の公開フォーラム受付の際、

お申し込みください 

なお、拠点会議は 5 回開催の予定です（第２回

会議:８月 第３回:10 月 第４回:１月 第５回:３月

予定）           （文責：桑波田 和子） 
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報告 “SDGs・ESD ちば南拠点の会”誕生しました！ 
SDGs・ESD をひろげるためのちば南拠点会議 第１回開催 

日時：2022 年 4 月 18 日（月）13：00～15：20 

場所：富山岩井コミュニティセンター会議室 A,B （南房総市） 

 出席：14 団体（20 名） NPO 法人南房総エコネット、安馬谷里山研究会、自然の宿くすの木、

olaga（オラガ）、房総野生生物研究所、プロデザインスタジオ、ホテル＆リゾーツ南房総、

NPO 法人千葉自然学校、白浜地域づくり協議会「きらり」、館山信用金庫、学生団体おりが

み、南房総市市民課、南房総市環境保全課、環パちば事務局。 

  呼びかけ：NPO 法人環境パートナーシップちば 

昨年度は、拠点づくり会議を３回開催し、拠点

をつくることが合意されました。そこで、本年度

は昨年の参加者その他の方たちにも呼びかけ、具

体的な活動、今後に向けて等について話し合いま

した。 

その結果、今までの「拠点づくり会議」を

「SDGs・ESDちば南拠点会議」と名称変更して、

引き続き『ちば南拠点』の確立・発展のために活

動していくことを合意しました。そのために、参

加者のメーリングリスト（ML）や、ちば南拠点

HP を活用して、情報交換や交流に努めることを確

認しました。 

2022 年度の会議は４回開催予定です。環パち

ば は、南拠点が自主的に活動できるように後方支

援を担います。 

 

当日の主な意見： 

・持続する地域づくりを目指し、市内・市街在住

者へ向けて、自然環境を軸とした南房総の利点

（海、山、等体験）を活用することによって、

持続可能な視点を持った人材育成へつながる。 

・拠点会議の参加団体間や他の活動団体と連携す

る。 

・南房総市環境保全課が取り組む CO2 削減へ向け

た施策に関係づけた計画づくりへ、多様な団体

の取組も参考にしたい。 

・いすみ市・鴨川市などは、サテライトでつなぐ

のが良い。 

・地域の子ども（親子）に地域を知ってもらう。 

・新住民と地元の人をつなぐ交流の場を設ける。 

・大学生・高校生などの参加も取り入れる。 

（文責：環パちば事務局） 

大和田機場 春の一般開放と WAIWAI SALON 
                                       印旛沼流域圏交流会 世話人 小倉 久子 

2022 年4月2 日 大和田機場（水資源機構 千

葉用水総合管理所）の春の一般開放が行われ、環

境パートナーシップちばが事務局をしている印旛

沼流域圏交流会として、参加してきました。今年

はちょうど桜が満開で、ちょっと冷たい風でした

が青空が広がり、最高のお花見ができました。  

今年はまだコロナから完全に開放されていない

ので、出展（出店）は土地改良区＋IVUSA と、印

旛沼漁協のアユの塩焼きだけでした。でも、今年

も主役は生きたカミツキガメで、子供にも大人に

も大人気でした。IVUSA の学生さんが２人来てく

れて、IVUSA の活動紹介や、カミツキガメの説明

をしてくれました。 

13 時からは、この日のメインイベントのポンプ

試運転が始まりました。すごい勢いで機場から水

が吐き出されてきます。でも、これは毎秒 15 ト

ンのポンプ１台を動かしているだけで、実際の洪

水時にはフル稼働で毎秒 120 トンの水が放流さ

れるそうです。 

試運転が終わって、印旛沼流域圏交流会主催の

WAIWAI SALON の始まりです。 まず、水資源

機構が行っている印旛沼の水管理について説明が

ありました。参加者は水理学専攻の学生さんが多

かったので、降雨時の水位調整、雨が降る前にあ

らかじめ放流しておく予備放流の話などを、興味

深く聞いてもらえました。 

次に、新しく印旛沼流域水循環健全化会議の委

員長となられた中央大学の山田正先生が、玉川上

水の、印旛沼についてもつながるお話をしてくだ

さいました。 

今回は残念ながら、市民の方の参加が少なく、

時間も短かったので WAIWAI とおしゃべりする

時間が取れなかったのですが、お二人のお話がと

ても面白かったし、桜も満喫できたので、良い一

日でした。 

 排水ポンプの試運転 

新川の水をポンプアップして

東京湾のほうに流す 
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エコメッセちば実行委員会 

「持続可能な社会の実現」を目指し「つながれ 

ひろがれ エコメッセ」をもとに、「笑顔のバト

ンをつなげよう」をテーマにして、市民団体、企

業、大学、行政など社会の様々な主体が参加・出

展し、環境について子どもから大人まで楽しく学

べる環境活動見本市「エコメッセ２０２２in ち

ば」を開催します。 

今年度は SDGs の５つのＰの中で『People』

を取り上げ、貧困、飢餓、保健と福祉、教育、ジ

ェンダー平等、安全な水とトイレの普及に関わる

課題に取り組む活動を特集し、会場とオンライン

のハイブリッド方式で開催します。 

【会場】 

2022 年 10 月 23 日(日)10:00～16:00 に

幕張メッセ国際会議場を会場として開催します。 

市民団体、企業、大学、行政等による様々な活

動や製品・技術の紹介、商品の販売、子どもを対

象とした参加体験型ワークショップの実施など

を予定しています。 

会場出展は１区画（2m×2m）単位で 50 区画

（40 団体程度）を募集し、出展料は以下のよう

になっています(すべて消費税込み)。 

 企業・行政–１区画 20,000 円 

 市民団体・大学–１区画 8,000 円 

 高校・学生団体–１区画は無料、２区画目か 

  ら１区画 8,000 円 

＊40 団体を超えた場合には調整させていただ

きます。 

【オンライン】 

オンライン開催は 2022 年 10 月 22 日（土）

10:00 から 2023 年第 28 回開催前日まで、エ

コメッセちばホームページ上で団体紹介動画を

公開させていただきます。 

オンライン出展は出展団体数に上限は設けず、

下記の出展料で出展団体の募集を行っています

(すべて消費税込み)。 

 

企業、行政-10,000 円/ ３分 

 *３分追加ごとに 10,000 円加算 

市民団体、大学-4,000 円/ 3 分 

*３分追加ごとに 4,000 円加算 

高校・大学生団体は無料 

*３分追加ごとに 4,000 円加算 

いずれの参加形態についても、エコメッセちばの 

HP の出展要領のページからリンクしている申し

込みフォームからお申し込みください。 

下記の重要日程をご確認いただき、多くの団体に

ご参加いただければ幸いです。 

 

重要日程 

7 月 22 日 会場出展募集締め切り 

8 月 22 日 オンライン出展募集締め切り 

9 月 22 日 第２回実行委員会開催出展者説明会及

び出展者交流会開催（オンライン開催） 

10 月 22 日～ 

「エコメッセ 2022in ちば」開催（オンライン） 

10 月 23 日  

「エコメッセ 2022in ちば」開催（会場） 
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お問い合わせ 

事務局：〒262-0006 千葉市花見川区横戸台 21-13 特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば 

 Tel ： 090-8116-4633  E-mail：info@kanpachiba.com 

ホームページ：https://kanpachiba.com/ 

※会費や会員申し込みなどの情報は上記 ＨＰでご確認ください。 

「特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば」 

環境活動の推進と充実を図るため、市民・団体・企業・行政・学校とのパートナーシップのもと、「持続

可能な開発に向けた目標(SDGs)」や「持続可能な開発のための教育(ESD)」の視点を意識して、さらなる

持続可能な社会の実現をめざすことを目的とする。 

運運運営営営会会会議議議報報報告告告 

４月度運営会議 

４月１４日（木）20:00～22:00 

会場：オンライン（Zoom） 

【報告】 

・だより 144 号+ニュースレター4 号発送済 

・ちば環境再生基金事業 

「全国学生 SDGs フォーラム in ちば」3/12 

  ・印旛沼環境基金シンポジウム事業打ち合わせ 

 ・理事会 3/22  

・エコメッセちば運営委員会 4/3 

・エコメッセちば実行委員会総会 4/13 

・SDGs 登録制度（千葉県）への登録承認  他 

【協議】 

・だより 145 号構成   ・通常総会 5/28 

・印旛沼環境基金シンポジウム事業 10/9 

・千葉市公民館講座 ・理事会 4/21  他 

５月度運営会議 

５月 12 日（木）14:00～21:30 

会場：オンライン（Zoom） 

【報告】 

・理事会 4/21 ・通常総会案内状発送済み 

・エコメッセちば出展者募集開始 

 ・地球環境基金事業事務局会議 4/22 

 ・印旛沼をきれいにする活動 

・いちはら環境フェスタ実行委員会 5/10 

10/15 開催 

・7/3 公開フォーラム準備    

【協議】 

・だより 14５号進捗状況 

・「印旛沼シンポジウム」企画運営業務委託  

・２０２２年度第 5 回通常総会 5/28 

・印旛沼環境基金助成金募集開始 

・「地球環境基金交付申請書」提出    

お知らせ 

◆2022年度 ESD-J車座トーク（Zoomオンライン）

「グレタさんを生んだスウェーデンの 

主権者教育・市民教育からみた日本の課題」 

・日時 2022 年 6月 19 日（日）15：00～17：00

・Zoom を用いたオンライン開催 

・講師：両角達平さん（日本福祉大学 講師） 

・内容、申し込み方法など詳細は下記 

ＱＲコードから。 

 

◆国立環境研究所 公開シンポジウム 2022 

「未来につなぐ世界との絆 

－持続可能な地球を目指して－」 

・日時 2022 年 6月 23日（木）13:00～16:00 

・オンライン開催 

講演会：Zoom ウェビナー 

ポスター発表：Zoom ミーティング 

・内容、申し込み方法など詳細は下記 

ＱＲコードから。  


